
ドレン管の気密試験で作業
効率向上

三建設備工業株式会社名古屋支店



工事概要

 建物用途：複合用途
 構造規模：Ｓ、ＲＣ、ＳＲＣ、Ｐｃa造
 地下２階、地上２１階、塔屋２階（最高高さ９１ｍ）
 延床面積：35,121.75m2

 パッケージエアコン室内機台数 121 台



テーマ選定理由

近年パッケージエアコンのドレンアップ配管
の施工効率アップ及び、品質向上の為のドレ
ンアップホースが多種多様になってきており、
どのホースが良いのか検討することから始め
ました。



ドレンホースの選定
商品名 製造者名 特徴 備考
漏ドレン
ホース

㈱アキヤマ ・最初に出たドレンアップホースで、実績が豊富
・接続はホースバンド接続
・漏水検知テープにより漏水を発見しやすい

エバックド
レンアップ
ホース

ユーシー産
業㈱

・トルク管理できるホースバンド接続。接着接続も可能
・継手部が透明で差し込み代が確認できる

スムーズド
レンホース

ゼンシン㈱ ・Oリングファスナー接続+接着接続
・継手が回転するのでねじれが出ない
・継手部が透明で差し込み代が確認できる
・Oリングで外してプラグ取付により気密試験が可能

採用

気密試験のできることに注目し、ゼンシン㈱のス
ムーズドレンホースを採用することにしました。



採用したドレンホースの特徴



採用したドレンホースの特徴



ドレン管への気密試験適用の確認

SHASE-S 010-2013空気調和・衛生設備工事標準仕様書よ
り抜粋

空調衛生工学会標
準仕様書では、排
水管の気密試験が
規定されており、
その旨工事監理者
に説明し、了解を
得ることができま
した。



ドレン管の試験の計画
ドレン管に気密試験といって
も配管がすべてつながってい
ては気密試験はできません。

そこで、気密試験の範囲は横
引きのみとし、立管及びその
接続部に関しては、最終ドレ
ンアップ試験時に通水して確
認することとしました。

試験圧力はメーカーによると
0.3Mpaまで可能でしたが、
安全の為、0.2Mpaとしまし
た。
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ドレン管の試験の計画（通水試験の場合）

注水口より通水

立管に流せない場合
はここで水を回収

立管の排水先は施工中確保
するのが難しい

ホースの接続部分2か所は通
水できないので、最後にﾄﾞﾚ
ﾝｱｯﾌﾟ試験を行ってから、点
検口から保温を施工する。

立管の保温は継手を残し施
工し、継ぎ手部分は通水試
験ができた時点で施工する。
（接続高さはできるだけ低

い位置にする）



ドレン管の試験の計画（気密試験の場合）

ホースにテストプラグ取付

こちらから気密試験
実施（0.2Mpa)

ホースの接続部分1か所は試
験できないので、最後にﾄﾞﾚ
ﾝｱｯﾌﾟ試験を行ってから、点
検口から保温を施工する。

立管の保温は継手を残し施
工し、継ぎ手部分はﾄﾞﾚﾝｱｯ
ﾌﾟ通水試験ができた時点で
施工する。（接続高さはで
きるだけ低い位置にする）

注水口が省略できる



試験方法によるメリットデメリット
メリット デメリット

通水試験 ・排水先が確保できれば、施工
状態のまま試験できる。
・水を流すので、流れの状態
（勾配）も確認できる。

・各室内機付近に試験用水の準備が
必要
・排水先が確保できない場合水を回
収する必要あり
・試験記録は各室内機ごとに必要
・通水試験なので、管内下面のみの
漏水試験になる。

気密試験 ・配管系統ごとに試験ができ、
試験時間が短縮できる。
・水を使用しないので、周囲を
汚す危険が無い。
・配管を切り離せば、部分的に
試験できる。
・配管の全周について試験可能

・試験する部分を切り離して栓（プ
ラグやキャップ）をする必要があり、
その部分は別に検査必要。
・流れの状態（勾配）は確認できな
い。



試験状況 （エアコン側）



試験状況 (縦管側）



試験の結果

ドレン配管総延長 1836ｍ
室内機台数 121台
気密試験時の結果 漏れの発見個所 0か所
 ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ通水試験結果 漏れの発見個所 0か所
竣工後4か月 不具合発生無し

気密試験で不具合が発見できなかったことは残念な気もします
が、品質的にはより高い保証ができたものと思います。



まとめ
通水試験では管の下面を流れるだけの検査しかできませんが、
気密試験を行ったことにより、管全周にわたる検査が実施で
きより安心して引き渡すことができました。（品質向上）

また、人工数については集計まではしなかったため、具体的
な数字での評価はできませんが、配管業者へのヒアリングに
より、試験用水の準備や移動、水の回収など、手間が半分ぐ
らいになったと喜んでもらえました。（工数削減）

今後もドレン管には気密テストを提案していきたいと思って
います。
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